
　
わ
だ
夏
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し

た
。
地
域
の
人
た
ち
や
、
役
員
の

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
公
民
館

の
人
た
ち
が
、
準
備
し
て
く
れ
る

お
祭
り
で
す
。

　
あ
そ
び
の
広
場
と
い
う
、
い
ろ

い
ろ
な
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

6
年
生
と
地
域
の
役
員
さ
ん
た
ち

が
担
当
し
ま
し
た
。
私
た
ち
太
子

堂
の
6
年
生
は
紙
飛
行
機
作
り
を

手
伝
い
ま
し
た
。
あ
そ
び
の
広
場

が
始
ま
っ
て
、
少
し
た
っ
た
時
に

急
に
た
く
さ
ん
の
人
が
来
ま
し
た
。

ひ
と
り
で
5
人
ぐ
ら
い
に
紙
飛
行

機
の
作
り
方
を
教
え
て
、
大
い
そ

が
し
で
た
い
へ
ん
で
し
た
。
で
も
、

た
く
さ
ん
の
人
が
楽
し
く
紙
飛
行

機
を
飛
ば
し
て
い
た
の
で
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
高
綱
中
学
校
の
す

い
そ
う
楽
部
の
人
た
ち
が
来
て
、

演
そ
う
し
て
く
れ
ま
し
た
。
人
が

た
く
さ
ん
い
て
、
に
ぎ
や
か
で
、

暑
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
で
す
。

太
子
堂
　
小
6
　
中
野
　
愛め

唯い

　
８
月
９
日
（
水
）、
和
田
公
民

館
の
大
規
模
改
修
に
つ
い
て
の
説

明
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
改
修

は
建
築
後
60
年
で
の
改
築
を
想
定

し
、
建
築
後
30
年
経
つ
の
で
実
施

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
お
も
な
内
容

　
・
外
壁
、
屋
根
、
内
装
の
改
修

　
・
大
会
議
室
の
洋
室
化

　
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

　
・
ト
イ
レ
の
全
面
洋
式
化

　
・
２
階
ト
イ
レ
を
１
穴
の
多
目

　
　
的
ト
イ
レ
に

　
・
調
理
室
厨
房
施
設
の
更
新

　
・
太
陽
光
発
電
の
設
置

な
ど
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
動

力
幹
線
改
修
、
照
明
器
具
更
新
、

火
災
報
知
設
備
更
新
、
給
排
水
設

備
更
新
、
空
調
設
備
更
新
、
暖
房

設
備
更
新
、
和
室
の
模
様
替
え
、

備
品
・
消
耗
品
の
更
新
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
上
下
履
き
の

区
別
、
調
理
台
の
数
な
ど
に
つ
い

て
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

も
現
状
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
他
に
、「
工
区
・
工
期
を

見
直
し
、
一
部
貸
館
を
継
続
で
き

な
い
か
？
」「
代
替
措
置
と
し
て
情

報
創
造
館
を
会
議
等
に
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
？
」「
工
事
期

間
中
の
和
田
公
民
館
利
用
者
の
町

内
公
民
館
利
用
に
つ
い
て
、
減
免

措
置
の
依
頼
を
し
て
ほ
し
い
。」「
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
現
印
刷
室
に
設
置

し
て
ほ
し
い
。」「
可
能
な
限
り
段

差
解
消
、
手
す
り
設
置
を
し
て
ほ

し
い
。」「
Ｉ
Ｈ
化
は
し
な
い
で
ほ

し
い
。」
な
ど
の
質
問
や
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
な
お
、
５
月
か
ら
３
月
ま
で
の

工
事
期
間
中
、
大
会
議
室
に
事
務

室
が
仮
設
さ
れ
出
張
所
業
務
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
公
民
館
の
利
用
、

公
民
館
を
会
場
と
す
る
事
業
は
で

き
な
く
な
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、

福
祉
ひ
ろ
ば
の
西
側
が
仮
設
通
路

に
な
る
た
め
、
部
屋
が
少
し
狭
く

な
り
ま
す
。
敷
地
内
に
、
現
場
事

務
所
や
工
事
関
係
資
材
な
ど
が
置

か
れ
る
見
込
み
で
、
身
障
者
用
駐

車
場
１
台
分
を
除
き
公
民
館
前
は

駐
車
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
い
ろ
い
ろ
な

不
便
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

真剣に説明を聴く参加者
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今
年
の
夏
は
、
各
地
で
短
時
間

の
大
雨
に
よ
る
被
害
が
ニ
ュ
ー
ス

で
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
和
田
は
大
き
な
被
害
も
無
く
、

「
わ
だ
夏
ま
つ
り
」
が
今
年
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
楽
し
い
夏
の
思
い

出
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
関
係
者
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
、

そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
今
年
は
秋
の
訪
れ
が
早
い
の
か
、

8
月
の
下
旬
に
は
急
に
朝
晩
涼
し

く
な
り
、
肌
寒
く
感
じ
た
日
も
あ

り
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目
、

体
調
を
崩
さ
ぬ
よ
う
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

田
中
・
萩
原
・
塩
原

　
８
月
21
日
（
月
）、
文
化
財
臨

地
学
習
会
で
、
島
崎
藤
村
の
生
地

で
あ
る
馬
籠
、
藤
村
の
母
の
生
家

が
あ
る
妻
籠
方
面
を
訪
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
次
の
よ
う
な
感
想
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
一
部

省
略
）

　「
小
学
校
４
年
の
と
き
に
、
馬

籠
か
ら
妻
籠
ま
で
歩
い
た
こ
と
が

あ
り
、
そ
れ
以
来
の
訪
問
で
し
た
。

藤
村
に
つ
い
て
は
少
し
習
っ
た
記

憶
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
作
品

を
読
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

資
料
を
見
た
り
、
お
話
を
聞
い
た

り
し
て
、
こ
の
機
会
に
読
ん
で
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
静
か
に
中

山
道
の
宿
場
巡
り
を
す
る
の
も
、

年
齢
的
に
良
い
頃
か
な
と
考
え
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。」

　「
藤
村
記
念
館
で
、
し
っ
か
り
話

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
妻
籠

宿
、
脇
本
陣
の
方
の
説
明
が
よ
く

理
解
で
き
ま
し
た
。島
崎
家
の
人
々

の
生
き
様
は
、
横
溝
小
説
を
地
で

行
く
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
も
の
の
よ

う
で
す
。
交
通
の
要
所
の
本
陣
・

庄
屋
・
問
屋
と
い
う
家
柄
の
財
力

と
学
問
の
蓄
積
が
、
偉
大
な
文
学

者
を
生
み
出
し
た
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。」

　
ま
た
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
に
は
、
人
権
啓
発

や
文
化
財
の
臨
地
学
習
会
の
具
体

的
な
候
補
地
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
場
所
を
挙
げ
て
く
だ
さ
る
方
も

い
ま
し
た
。

・  

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館（
阿
智
村
）

・
上
野
誠
版
画
記
念
館
（
川
中
島

　
ひ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

・
聖
博
物
館
（
麻
績
村
）

・
松
代
大
本
営
跡
（
長
野
市
）

・
真
田
城
跡
・
上
田
城
跡
及
び
周

　
辺
の
古
城
（
城
跡
巡
り
）

・
龍
岡
城
五
稜
郭
と
川
村
吾
蔵
記

　
念
館
（
佐
久
市
）

　
殿
町
会
は
、
平
成
29
年
１
月
１

日
現
在
、
世
帯
数
１
５
１
戸
、
人

口
４
６
３
人
（
男
２
２
０
人
・
女

２
４
３
人
）
の
和
田
で
は
中
規
模

の
町
会
で
す
。

　
町
会
の
事
業
・
行
事
と
し
て
は
、

定
期
総
会
（
３
月
）、
常
会
対
抗
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
６
月
）、夏
祭
り
（
８

月
）、
敬
老
会
（
11
月
）、
ふ
れ
あ

い
健
康
教
室
（
年
１
～
２
回
）、
町

内
公
民
館
の
清
掃
（
毎
月
１
回
各

常
会
回
し
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
今

年
は
、
６
月
４
日
（
日
）
に
、
東

西
南
北
４
常
会
の
対
抗
で
ト
リ
ム

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
０
０
名
余

り
の
住
民
が
参
加
し
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の

中
で
熱
戦

が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま

し
た
。
運

動
終
了
後

に
は
、
慰

労
会
が
開

催
さ
れ
、

親
睦
を
深

め
る
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
常
会
ご
と
に
行
っ
て
い
る
事
業
・

行
事
と
し
て
は
、
毎
月
１
回
の
常

会
、
新
年

会
（
１
月
）、

お
花
見
（
４

月
）、
収
穫

祝
い（
11
月
）

な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
殿
町
会

の
拠
点
と

な
る
公
民

館
は
、
万
年
寺
の
境
内
に
あ
り
ま

す
。
境
内
の
片
隅
に
は
ブ
ラ
ン
コ
・

す
べ
り
台
・
鉄
棒
が
あ
り
、
近
所

の
子
ど
も
た
ち
が
、
お
母
さ
ん
と

遊
び
に
来
て
い
ま
す
。
南
北
に
長

い
60
畳
ほ
ど
の
建
物
で
、
保
育
園

だ
っ
た
時
も
あ
り
、
60
有
余
年
を

経
て
も
西
側
の
入
口
の
く
つ
箱
に

は
、
当
時
通
っ
て
い
た
園
児
の
名

前
が
消
え
ず
に
残
っ
て
い
ま
す
。

殿
青
年
の
集
会
、
敬
老
会
、
三
九

郎
の
後
の
お
楽
し
み
会
な
ど
、
古

い
建
物
に
は
、
殿
の
歴
史
が
刻
み

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
何
回
か
台
所

を
直
し
た
り
、
畳
替
え
を
し
た
り

し
て
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
耐
震

性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
建
て

替
え
問
題
が
浮
上
し
て
い
ま
す
。

殿
の
４
常
会
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新

し
い
集
会
場
が
あ
る
た
め
、
そ
れ

ら
を
利
用
し
て
会
合
を
開
い
て
も

良
い
の
で
は
と
い
う
指
摘
、
各
常

会
の
考
え
方
の
違
い
も
あ
り
検
討

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
８
月
27
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た

　
河
西
部
球
技
大
会
の
和
田
の
成

　
績
は
、
次
の
通
り
で
し
た
。

・
卓
球
（
硬
式
）
：
準
優
勝

・
卓
球
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
）
：
優
勝

・
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル：
優
勝

・
軟
式
野
球
：
１
回
戦
敗
退

　
こ
の
結
果
、
10
月
29
日
（
日
）

に
、
松
本
市
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
る
「
松
本
市

長
杯
争
奪
球
技
大
会
」
に
、
和
田

の
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

殿公民館殿公民館

馬籠から妻籠への道中に立ち
寄った男滝
（右隣の女滝と吉川英治の小説
「宮本武蔵」の舞台となった滝）

南和田　福澤　誠
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